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利用・用途・応用分野

電気自動車、マグネシウムイオン二次電池

目的・課題 解決ポイント

三官能性ベンゼン構造をモノマー
とするエーテル型新規ネットワー
クポリマーを得ること、及びマグ
ネシウム二次電池等の非水電解
質二次電池用電解質として使用
することができる、高い安全性と
高いイオン伝導度を併せ持つポ
リマーゲル電解質の提供を目的
とする。

三官能性ベンゼン構造を有するエーテル
型新規ネットワークポリマーは以下の特徴
を有する。
式（Ｉ）【化１】

で表される化合物をオレフィンメタセシス重
合して得られるネットワークポリマー。
また、下記式（Ｍ）【化２】

で表される化合物を含む溶液を用いたポ
リマーゲル電解質は、高い安全性と高いイ
オン伝導度を併せ持ち、マグネシウム二
次電池等の非水電解質二次電池用電解
質として使用することができる。
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発明の名称：

 エーテル型ネットワークポリマー及びポリマーゲル電解質

無料開放特許

本発明のネットワークポリマーは、ベンゼン環及びエーテル鎖からなる繰り返し単位
を含有することで、従来のネットワークポリマーに比べ、負極活物質や溶媒に対する
化学的安定性が高い。本発明のネットワークポリマーゲルは、その高い化学的安定
性によりグリニャール試薬等のハロゲン化有機マグネシウムを負極活物質とするポリ
マーゲル電解質として用いることができる。ハロゲン化有機マグネシウムを負極活物
質とするポリマーゲル電解質は、従来のネットワークポリマーゲル電解質に比べ高い
エネルギー密度が獲得でき、且つ安全性の高い二次電池に用いることができる。
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